
 

【協議事項】兵庫区南北バス「みんなのバス」の本格運行の実施について 

 

 

１.趣旨 

兵庫区内は、鉄道網が充実しており、循環バス路線（３系統）も整備されてい

るが、一部（吉田町）乗り換えが発生するほか、南北を直接結ぶバスは本数が乏

しい状態となっている。これまでにも、特に南部地域の方から、南北交通の充実

に関するご要望があった。 

それらをうけ、兵庫区内に本社がある株式会社神戸マツダより「地域貢献活動

として、交通機関で課題のある区内地域に、バス２台を実証実験として運行し、

兵庫区の課題解決、活性化に寄与したい。」との申し入れがあった。運行事業者

をみなと観光バス株式会社とし、2020 年 12 月 14 日より 21 条実証実験を開始

した。利用者は右肩上がりに伸びており、潜在的需要を調べるべく 2022 年 10

月に地域住民に対するアンケート調査を実施。結果、更なるニーズの存在と共

に地域の方の生活に根差しつつある現状を理解し、また本格運行に対する要望

も強いことが判明した。 

 

このたび、試験運行の結果を踏まえ、2023 年 12 月 14 日より道路運送法第４条の許

可を得て、本格運行として新たに導入を予定するものである。 

 

 

２．主な経緯（参考） 

2020 年３月 日本自動車販売協会連合会/トヨタモビリティ基金の補助採択 

2020 年３月 株式会社みなと観光バスを運行事業者に決定 

2020 年 12 月 「みんなのバス」実証運行開始 

2021 年５月 ルート改定（バス停追加：川崎病院前・湊川隧道） 

2021 年 12 月 運行時間延長（7:33～19:33、平日）バス停追加：永沢町 

2022 年 10 月 地域住民に対するアンケート調査実施 

2023 年 12 月 本格運行の実施（予定） 

  

資料８ 



 

３．協議事項 

（１）事業概要 

運行主体 株式会社神戸マツダ 

運行事業者 みなと観光バス株式会社 

運行態様 一般乗合旅客自動車運送事業（路線定期運行） 

運行車両 ワンボックス車両（乗客定員 12 名） 

車幅 1.88ｍ，車長 5.38ｍ，車両総重量 3.060ｔ 

車両数 常用車両２台、予備車両１台 

営業所 兵庫県神戸市東灘区向洋町東１－４ 

自動車車庫 営業所に併設 
運行系統 路線定期型 １系統 

起点：JR 兵庫駅前→松原通→明和通→百年記念病院前→和田神社前

（こべっこランド前）→三菱神戸病院前→吉田町→金平町→浜中町→百

年記念病院前→明和通→松原通→JR 兵庫駅前→永沢町→新開地→川崎

病院前→湊川隧道→熊野橋→兵庫区役所前→新開地→永沢町→終点：JR
兵庫駅前（11.1 ㎞） 

運行時刻・本数 平日：始発７時 33 分、終発 19 時 33 分・25 便 
休日：始発９時 33 分、終発 18 時 03 分・９便 

停留所 21 箇所 
運賃（協議運賃） 大人 210 円、小人 110 円、回数券 11 枚綴 2,100 円 

※神戸市敬老パス、福祉パス、IC カード（PITAPA･ICOCA 等）は利用不可 
 

  



 

みんなのバスの運行内容（使用車両・運行系統・停留所・時刻表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

使用車両：定員 12 名 

運行系統 



 

 

時刻表（平日） 

 
 

時刻表（休日） 

 

 

 

 

 

（２）移動円滑化基準の適用除外について 

兵庫区の一部地域においては道路幅員が狭く、小型バス(車幅約２m)でも運行が困難な 
箇所が多いため、狭隘な地域の道路が通行可能なワンボックス車両（車幅約 1.88m）で 
運行することとした。 
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律により、原則、乗合事業で新た 
に使用する車両は、移動円滑化基準（乗降口の幅や床面の高さ、車いすスペースの確保 
等）に適合しなければならないが、「移動円滑化基準適用除外自動車の認定要領第３（４）」 
において、「車両総重量５ｔ以下であって乗車定員が 23 人以下の自動車」で、運行地域 
の自治体及び住民の合意がなされていることを条件に、基準適用除外の認定を受ける 
ことができるとされている。 
みんなのバスについて、基準適用除外の認定を受けるため、地域公共交通会議において、 
関係者の合意を求めるものである。 
 


